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平成１６年３月期  第１四半期業績の概況（連結）      平成１５年７月２５日 

上場会社名 株式会社 な と り （コード番号：２９２２ 東証第一部） 

（ＵＲＬ http://www.natori.co.jp/ ）   

問 合 せ 先       代 表 者 
代 表 取 締 役 

会 長 兼 社 長 
名 取 小 一 （ＴＥＬ：（０３）－ ５３９０ － ８１１１）

 
責 任 者 経 理 部 長 小 林 眞 

 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
① 会計処理の方法の最近連結会計年度におけ
る認識の方法との相違の有無 

： 有 

     （法人税等の計上基準） 
 

② 連結及び持分法の適用範囲の異動の状況 ： 無 
③ 公認会計士又は監査法人による関与の状況 ： 無 
 
 
 
２．平成１６年３月期第１四半期の業績概況（平成１５年４月１日 ～ 平成１５年６月３０日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況        （金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
当期(四半期)       
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

１６年３月期第１四半期 7,062 ( △7.2) 176 (△70.7) 171 (△71.4) 83 (△75.7)

１５年３月期第１四半期 7,609 (   4.5) 601 (   5.1) 601 (   5.5) 345 ( △5.6)

(参考)１５年３月期 30,530 (   1.2) 1,608 (   0.3) 1,606 (   0.9) 763 (△21.9)

 

 １株当たり当期純利益
潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり当期純利益

 円    銭 円    銭

１６年３月期第１四半期 6    20  ―      

１５年３月期第１四半期 25    50         ―      

(参考)１５年３月期 55    62  ―      

  
(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２００３年１月－３月期の実質ＧＤＰが前期比０％に減速して開始された当期第１四半期（４－６月）は、

ＳＡＲＳ禍の鎮静化や３月期末に比較して株価が上昇したにもかかわらず、設備投資や個人消費の内需は自

律回復力に欠ける状況で推移いたしました。 

 当四半期の加工食品業界や小売業界では、低調な消費動向と天候不順も重なり一時的売上高の落ち込みや、

今後の消費動向が極めて不透明な状況にあるため熾烈な価格競争と商品の差別化による顧客の獲得競争で推

移した模様であります。 

 このような状況のもと、なとりグループは、中期経営計画（３－５プランＶＥＲ２）の第２年度を開始さ

せ、酒類小売業免許の自由化へ対応した商品の企画・開発、早稲田大學社会システム工学研究所との共同出

資会社（株式会社Ｔ.Ｍ.Ｌ）の本格的生産営業活動の開始準備、引続き新商品開発に注力し、「天然宣言」シ

リーズ、チータラＢit、チータラＫ、「ジャストパック」シリーズの拡充、梅しっとりタイプ商品等の拡販に

努めた結果、売上高に占めるここ１年間に新商品として販売開始した構成比率は２８.５％（リニューアル等

法定実効税率をベースとした計算をおこなっております。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況        （金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。） 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭

１６年３月期第１四半期 23,536    10,993    46.7     812    17  

１５年３月期第１四半期 25,524    10,650    41.7     786    79  

(参考)１５年３月期 25,118    10,977    43.7     810    12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連結キャッシュ・フローの状況】 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

１６年３月期第１四半期 635    5    △  1,194     316    

１５年３月期第１四半期 △    584    △  1,512    691     109    

(参考)１５年３月期 169    △  2,236    1,411     870    

 
 
 
 

 当第１四半期末の連結総資産は２３５億３６百万円と前期比１９億８７百万円減少いたしましたが、その

主な要因は、前年６月末が休日であったため増加いたしておりました営業債権、債務が夫々１０億８７百万

円、１３億６５百万円減少したこと、並びに原材料を中心に在庫が８億１２百万円減少し、長・短借入金７

億５百万円の返済をおこなったことによるものであります。結果、株主資本比率は前期比５％向上し４６.

７％となりました。 

改良品を除く）となりました。また、本年３月に竣工なりました食品総合ラボラトリー（Ｒ＆Ｄセンター）

も各種の最新鋭機を駆使して食品の安全性を追求するほか当社埼玉工場では「ＩＳＯ１４００１」導入の準

備、子会社メイホク食品㈱では「ＩＳＯ９００１」導入の環境整備をおこない、中期経営戦略として策定し

たその他の諸施策も具体化ヘ向けて取組んでおります。なお、その一環としてこの間、惣菜・漬物等調理食

品製造を事業内容とする内田食品株式会社（本社：東京都江東区新木場、社長：内田 徹、資本金：７３百万

円）へ生産・営業の人材を派遣して、業務上の提携を検討する準備を開始いたしました。 

 これらの諸施策の結果、当四半期の売上高は７０億６２百万円（前期比７.２％減）となり、製品群別売上

高の状況は、水産加工品４１億２百万円（同５.５％減）、畜肉加工品１０億４百万円（同９.５％増）、酪農

加工品６億６１百万円（同２.５％減）、農産加工品７億６６百万円（同２８.１％減）惣菜品ほか５億２６百

万円（同１２.９％減）となりました。ＢＳＥ（狂牛病）の余波を脱してサラミ類・ビーフジャーキー等の畜

肉加工品は前期比増収となりましたが、一巡しましたねり梅・栗商品等を中心に農産加工品、百貨店での洋

風惣菜並びにＳＡＲＳの影響を受けて中華惣菜を取扱う子会社の減収により惣菜品他が減収となりました。

全般的減収要因は、デフレ進行による低価格化とこの間、低調な個人消費動向に加え天候不順であったこと

も影響いたしましたが、春先へ向けての新商品投入遅れや地方リージョナル・チェーン店さまへの取組みの

遅れ等もあり、夏場の商戦へ向けて一層の取組み促進を図っております。 

 損益面につきましては、減収により売上総利益は２３億３５百万円（前期比１０.９％減）、販売費及び一

般管理費は引続き全社コスト削減に努めておりますが、この間新設食品総合ラボラトリー関連費用（減価償

却費ほか）の増加ならびに販売促進費、社会保障関連費用増加もあり２１億５９百万円（同７.０％増）とな

り、その結果営業利益は１億７６百万円（同７０.７％減）、経常利益１億７１百万円（同７１.４％減）、四

半期純利益は８３百万円（同７５.７％減）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当四半期の税金等調整前純利益ならびに減価償却費は３億４３百万円となり前期比４億２４百万円の減少
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３．平成１６年３月期の連結業績予想（平成１５年４月１日 ～ 平成１６年３月３１日） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 
１株当たり予 
想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円    銭

中   間   期 16,000    800    440     32    50  

通       期 32,200    1,790    900     66    49  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

①上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因

に係る仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能

性があります。 

②当第１四半期を終えた時点での見通しは、第１四半期の売上高、利益面とも見通しを下回りましたが、新

商品の投入と拡販推進により夏場の商戦以降を展開、殊に酒類小売業免許の自由化に向けて投入します五

製品群に亘る新商品「リカープラス」（Ｌｉｑｕｏｒ Ｐｌｕｓ）の企画・試作を終え８月以降順次販売を

開始するほか製造原価の圧縮や一層の販売費及び一般管理費の削減により当初中間期見通しである売上

高１６０億円、経常利益８億円、中間純利益４億４０百万円を目標といたしますが、７月、８月の夏場の

商戦次第では中間期実績が見通しを下回る可能性があります。 

となりましたが、循環系（売上債権・たな卸資産・仕入債務）は８億円入金と前期比１１億７６百万円改善

された結果、前期は５億８４百万円の資金を支出いたしましたが、当期は６億３５百万円の入金となりまし

た。 

（投資活動によるキャッシュ·フロー） 
 前四半期には、事務所ビル、駐車場の取得等有形固定資産の取得による支出が１４億３７百万円ありまし

たが、当四半期には多額の投資活動はおこなっておりません。 

（財務活動によるキャッシュ·フロー） 
 当四半期に長·短借入金を１１億３６百万円返済しております。 
結果、期首の８億７０百万円の現金及び現金同等物は６月末で３億１６百万円となりました。 
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〔添付資料〕 

・ 四半期連結(要約)損益計算書 

（単位：千円、端数切捨て） 

当第１四半期累計 前第１四半期累計 前連結会計年度 
平成15年４月１日から

平成15年６月30日まで

平成14年４月１日から 

平成14年６月30日まで 

平成14年４月１日から

平成15年３月31日まで

                期          別  

 

 

  科          目 金        額 百分比 金        額 百分比 金        額 百分比

 ％ ％ ％

Ⅰ 売 上 高 7,062,143 100.0 7,609,608 100.0 30,530,730 100.0

Ⅱ 売上原価 4,726,850 66.9 4,989,689 65.6 20,282,397 66.4

 売上総利益  2,335,292 33.1 2,619,919 34.4 10,248,332 33.6

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,159,112 30.6 2,017,975 26.5 8,640,042 28.3

 営 業 利 益  176,180 2.5 601,944 7.9 1,608,290 5.3

Ⅳ 営業外収益 22,451 28,210  115,367

Ⅴ 営業外費用 27,003 29,057  117,153

 経 常 利 益  171,628 2.4 601,097 7.9 1,606,504 5.3

Ⅵ 特別利益 ― 10,952  131,674

Ⅶ 特別損失 447 17,803  271,154

 
税金等調整前四半期(当期)純

利益 
171,180 2.4 594,245 7.8 1,467,025 4.8

 調整後法人税等 89,403 244,480  695,490

 少数株主利益 △     2,176 4,542  7,613

 四半期（当期）純利益 83,954 1.2 345,222 4.5 763,920 2.5
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・ 四半期連結(要約)貸借対照表 

（単位：千円、端数切捨て） 

当 第 １ 四半 期末 前 第 １ 四半 期末 前連結会計年度末 
（平成15年６月30日現在） (平成14年６月30日現在) (平成15年３月31日現在)

                期          別 

 

  科          目 金        額 構成比 金        額 構成比 金        額 構成比
  ％ ％ ％

 （ 資 産 の 部 ）   

Ⅰ  流動資産   

１. 現 金 及 び 預 金  908,953 1,281,727  1,328,342

２. 受 取 手 形 及 び 売 掛 金  4,023,197 5,110,466  4,511,895

３. た な 卸 資 産  4,306,460 5,119,239  4,853,166

４. そ の 他  307,066 305,406  345,065

 流動資産合計   9,545,678 40.6 11,816,840 46.3 11,038,470 43.9

Ⅱ  固定資産   

１. 有 形 固 定 資 産  12,428,204 12,372,698  12,534,290

２. 無 形 固 定 資 産  111,005 107,698  109,532

３. 投 資 そ の 他 の 資 産  1,451,760 1,227,382  1,436,656

 固定資産合計   13,990,970 59.4 13,707,779 53.7 14,080,479 56.1

 資 産 合 計   23,536,649 100.0 25,524,620 100.0 25,118,950 100.0
   

  （ 負 債 の 部 ）   

Ⅰ  流動負債   

１. 支 払 手 形 及 び 買 掛 金  2,414,026 3,857,652  2,639,225

２. 短 期 借 入 金  4,097,223 4,267,540  4,968,000

３. 
一年以内に返済予定の 

長 期 借 入 金 

 

 
1,411,747 564,867  1,475,540

４. 未 払 法 人 税 等  89,404 244,480  347,163

５. 設 備 支 払 手 形  404,843 326,714  9,796

６. そ の 他  1,109,962 1,231,718  1,654,691

 流動負債合計   9,527,207 40.5 10,492,974 41.1 11,094,416 44.2

Ⅱ  固定負債   

１. 社 債  100,000 100,000  100,000

２. 長 期 借 入 金  1,517,002 2,898,749  1,564,859

３. そ の 他  1,229,342 1,210,965  1,210,239

 固定負債合計   2,846,344 12.1 4,209,714 16.5 2,875,098 11.4

 負 債 合 計   12,373,551 52.6 14,702,688 57.6 13,969,514 55.6

   

  （ 少数株主持分 ）   

 少数株主持分  169,390 0.7 171,366 0.7 172,305 0.7
   

  （ 資 本 の 部 ）   

Ⅰ  資    本    金   － － 1,225,125 4.8 －

Ⅱ  資 本 準 備 金   － － 1,540,923 6.0 －

Ⅲ  連 結 剰 余 金   － － 7,885,002 30.9 －

Ⅳ  その他有価証券評価差額金  － － － － －

Ⅴ  自  己  株  式   － － △    485 △ 0.0 －

 資 本 合 計   － － 10,650,565 41.7 －

Ⅰ  資    本    金   1,225,125 5.2 － － 1,225,125 4.9

Ⅱ  資 本 剰 余 金   1,540,923 6.5 － － 1,540,923 6.1

Ⅲ  利 益 剰 余 金   8,249,868 35.1 － － 8,244,596 32.8

Ⅳ  その他有価証券評価差額金  △    21,343 △ 0.1 － － △    32,769 △ 0.1

Ⅴ  自  己  株  式   △     866 △ 0.0 － － △    744 △ 0.0

 資 本 合 計   10,993,706 46.7 － － 10,977,130 43.7

 負債、少数株主持分及び資本合計 23,536,649 100.0 25,524,620 100.0 25,118,950 100.0
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・ 四半期連結(要約)キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円、端数切捨て） 

当第１四半期 前第１四半期 前連結会計年度 
平成15年４月１日から 

平成15年６月30日まで 

平成14年４月１日から 

平成14年６月30日まで 

平成14年４月１日から 

平成15年３月31日まで 

                  期          別 

 

  科          目 金        額 金        額 金        額 

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー  

 １．税金等調整前四半期(当期)純利益 171,180 594,245  1,467,025

 ２．減価償却費 172,063 173,384  700,942

 ３．受取利息及び受取配当金 △    1,475 △      487  △    2,676

 ４．支払利息 19,799 22,584  91,806

 ５．売上債権の増加額 ― △   99,518  ―

 ６．売上債権の減少額 488,698 ―  505,044

 ７．たな卸資産の増加額 ― △  509,452  △  246,167

 ８．たな卸資産の減少額 546,684 ―  ―

 ９．仕入債務の増加額 ― 232,620  ―

 10．仕入債務の減少額 △  234,797 ―  △  871,533

 11．未払消費税等の増加額 119,324 ―  ―

 12．未払消費税等の減少額 ― △  149,054  △  224,071

 13．役員賞与の支払額 △   9,900 △   10,000  △   10,000

 14．その他 △    266,808 △  342,164  △  250,100

            小          計 1,004,769 △   87,843  1,160,268
  
 15．利息及び配当金の受取額 1,495 541  2,714

 16．利息の支払額 △   14,814 △   22,826   △   95,075

 17．法人税等の支払額 △  355,655 △  474,794  △  898,861

 営業活動によるキャッシュ・フロー 635,795 △  584,923  169,046

  

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー  

 １．定期性預金の払出しによる収入 20,000 15,000  206,773

 ２．有形固定資産の取得による支出 △    1,597 △ 1,437,496  △ 2,128,713

 ３．有形固定資産の売却による収入 ― ―  780

 ４．投資有価証券の取得による支出 △   9,574 △   7,047  △  205,362

 ５．その他 △   3,300 △   82,675  △  110,035

 投資活動によるキャッシュ・フロー 5,527 △ 1,512,220  △ 2,236,558

  

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー  

 １．短期借入金の増加額 ― 893,000  2,116,000

 ２．短期借入金の減少額 △ 1,025,000 ―  ―

 ３．長期借入金の減少額 △   111,650 △  132,200  △  555,417

 ４．自己株式の取得による支出 △    122 △     68  △      327

 ５．親会社による配当金の支払額 △   57,425 △   68,297  △  147,926

 ６．少数株主への配当金の支払額 △     737 △    745  △    745

 財務活動によるキャッシュ・フロー △  1,194,935 691,689  1,411,583

  

Ⅳ．現金及び現金同等物の減少額 △  553,612 △ 1,405,454  △  655,928

Ⅴ．現金及び現金同等物期首残高 870,016 1,514,541  1,514,541
Ⅵ. 新規連結子会社の現金及び現金同等

物の期首残高 
― ―

 
11,402

Ⅶ．現金及び現金同等物四半期末(期末)

残高 
316,403 109,087  870,016
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・ セ グ メ ン ト 情 報 
 

事業の種類別セグメント情報 

当社及び連結子会社は、主に食品加工品事業を主な事業内容としており、当第１四半期

における当該事業区分の連結売上高及び営業利益は、いずれも全セグメントに占める割合

が 90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

所在地別セグメント情報 

当第１四半期において本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店

がないため、該当事項はありません。 

 

海外売上高 

当第１四半期において海外売上高はないため、該当事項はありません。 

 

 

・ 販 売 の 状 況 
 

販売実績 

（単位：千円、端数切捨て） 

当第１四半期累計 前第１四半期累計 前連結会計年度 

平成15年４月１日から 

平成15年６月30日まで 

平成14年４月１日から 

平成14年６月30日まで 

平成14年４月１日から

平成15年３月31日まで

        期       別   

 

 

 

  区       分 
金        額 

前 年 同

四半期比
金        額 

前 年 同 

四半期比 
金        額 

   ％ ％ 

水 産 加 工 製 品 4,102,918  △   5.5 4,343,512 3.3 17,503,999

畜 肉 加 工 製 品 1,004,105  9.5 916,952 △  8.5 4,026,671

酪 農 加 工 製 品 661,988  △  2.5 678,886 12.2 2,811,114

農 産 加 工 製 品 766,618  △ 28.1 1,065,548 18.2 3,676,047

惣 菜 製 品    他 526,511  △ 12.9 604,708 6.9 2,512,896

合        計 7,062,143  △  7.2 7,609,608 4.5 30,530,730

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

 

・ そ の 他 
 

該当事項はありません。 

 


